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月１
日
（
金
）

堂
々
の

デ
ビ
ュ
ー
！

（
予
定
）

山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に

紅
花
が
描
か
れ
た
―
―
。

日
（
金
）

！
（
予
定
）

　
        



 ▼投票できる方
投票日が 7 月 10 日（日）の場合、平成 28 年

3 月 21 日以前から引き続き白鷹町の住民基

本台帳に登録されている方で、平成 10 年 7

月 11 日以前に生まれた方（18 歳以上の方）。

※平成 28 年 3 月 22 日以降に白鷹町に転入され

　た方は、以前の住所地で投票できる場合があ

　りますので、前住所地の選挙管理委員会にお

　問い合わせください。

 ▼投票にあたっての注意事項
⑴投票用紙の書き方（❶→❷）

❶山形県選出議員選挙の投票を行います。　

　投票用紙（薄い黄色）には候補者１人の氏

　名を書き、投票箱に投票してください。

❷比例代表選出議員選挙の投票を行います。

　投票用紙（白色）には候補者１人の氏名ま

　たは１つの政党等の名称を書き、投票箱に

　投票してください。

⑵入場券を忘れずに持参してください。

　入場券は 6 月 22 日に発送予定です。もし

　入場券を紛失した場合でも投票できますの

　で、投票所の受付にお申し出ください。

※入場券は 6 月 13 日現在の居住地で発行します

　ので、6 月 14 日以降に転居された方は前居住

　地の投票所で投票してください。  
 ▼代理投票
身体の都合などにより、自分で投票用紙に記

載できない方は、投票所の職員が本人に代

わって記載いたします。本人による申し出が

必要ですので、ご希望の方は投票所の受付に

お申し出ください。

▼期日前投票
選挙は、投票日に投票所において投票するこ

とを原則としていますが、投票日前であって

も、投票日と同じように投票ができます。

 ▽場所／中央公民館１階文化実習室

 ▽日時／公示日の翌日６月 23 日（木）

　　　　～投票日の前日７月９日（土）

　　　　（午前８時 30 分～午後８時）

※告示日の翌日などで入場券が届いていない場

　合でも期日前投票ができますので、期日前投

　票所の受付にお申し出ください。

 ▼不在者投票
業務に従事するため他の市町村に滞在されて

いる方は、従来の不在者投票と同じように滞

在地の選挙管理委員会において不在者投票が

できます。この場合、郵便で投票用紙を請求

してからの投票となり、郵便の往復に日数が

かかりますので、お早めに請求の手続きを

行ってください。

※不在者投票ができる施設として指定されてい

　る病院等に入院・入所中の方は、その場所（施

　設内）で不在者投票ができますので、各施設

　の職員にお申し出ください。

　町内の指定施設　
　白鷹町立病院、白光園、マイスカイ中山、

　あゆみの園

　※町外の指定施設については、お問い合わせください。

○郵便等による不在者投票について

身体障害者手帳をお持ちで、次に当てはまる

方（いずれも自書することが可能な方）は自

宅で投票できます。

・両下肢等の障害の程度が１級もしくは 2級

・内臓機能の障害の程度が 1級もしくは 3級

・免疫等の障害の程度が 1級から 3級

・戦傷病者手帳をお持ちで、両下肢もしくは

　体幹の障害の程度が特別項症から第 2項症

・内臓機能の障害の程度が特別項症から第 3

　項症

・介護保険法上の要介護者で要介護 5

※自宅で「郵便等による不在者投票」をするた

　めには、選挙管理委員会が発行する「郵便等

　投票証明書」が必要になります。証明書をお

　持ちでない方で、希望される方はお早めに申

　請の手続きを行ってください。

※以前取得された方でも有効期限がありますの

　で必ずご確認ください。

※代理記載の方法により自宅で投票もできます

　が、要件がありますので詳しく

　はお問い合わせください。

【問い合わせ】

白鷹町選挙管理員会事務局　☎８５-６１２０

第 24回参議院議員通常選挙

7月10日 日  
午前７時～午後８時
（黒鴨、針生投票区は午後７時まで）

あなたの一票
忘れずに！

選挙へ行こう！

選
挙
が
変
わ
れ
ば
未
来
も
変
わ
る

　
―
― 

今
回
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
―
―
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公
共
交
通
の
役
割

　

鉄
道
や
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
公
共
交
通
は
、
高
校
生
の
通
学
や
運
転
免

許
を
所
持
し
て
い
な
い
方
な
ど
の
、
町
民
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
の
移
動

手
段
で
す
。

公
共
交
通
の
現
状

　

自
家
用
車
の
増
加
や
少
子
化
等
の
影
響
に

よ
り
、
利
用
者
数
は
年
々
減
少
し
、
経
営
が

悪
化
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
守
る

　
「
自
分
に
は
必
要
な
い
」
―
―
。
多
く
の

人
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
町
内
に
は
、
日
常
生
活
に
お

い
て
公
共
交
通
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
今
は
利
用
し

て
い
な
い
人
で
も
、
今
後
、
公
共
交
通
を
必

要
と
す
る
と
き
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
住
民
の
足
」
と
し
て
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
公
共
交
通
。
そ
の
行
先
が
存
続
へ

向
か
う
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
で
積
極
的

に
利
用
し
、
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
、 

公
共
交
通
の
行こ

れ

か

ら先
を
考
え
る　

 　

。

平成 26 年度まちづくりアンケー

ト「今後５年間で、町は何に力を

入れるべきだと思いますか。」の

問に、「公共交通の充実」と答えた

のは 211 人中 28 人。公共交通に

ついて、町の近々の課題と捉えて

いる人が少ないのが現状です。

公共交通の充実
（フラワー長井線、スクール
バス、デマンド交通　など

28 人 / 211 人中

特
集
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（千人）

　フラワー長井線
　
　荒砥～赤湯間を１日12往復しています。
　一般の方々も、ＪＲ乗継や新幹線をご利
用の際には、どうぞご利用ください。
　回数券の一斉販売を８月と２月に予定し
ています。また、役場２階企画政策課及び
荒砥駅でいつでも販売しています。

■山形鉄道㈱　☎８８-２００２

町の公共交通をご利用ください。

 

開 業
（S63.10.26）

駅
長 

も
っ
ち
ぃ

ぜひ！

通勤・通学や、買い物、病院まで行きたいときなど、町民の皆さんが利用できる公共
交通機関をご紹介します。皆さんの身近にある「住民の足」を、ぜひご利用ください。
時刻表など、詳しくは町ホームページをご覧ください。

問  企画政策課企画調整係　☎８５-６１２３

【白鷹町内で利用できる公共交通】

　１．鉄道　２．路線バス（山交バス、住民混乗型スクールバス）　３．デマンドタクシー
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　路線バス（山交バス、町営バス）

①山交バス

　　山形市と長井市を平日９往復、土曜７往復、日
　曜４往復しています。
　　通勤・通学の利用はもちろん、買い物や通院な
　どさまざまな目的で利用されています。

　［運賃］荒砥～山形　片道 1,320 円

　■山交バス㈱米沢営業所   
　　☎０２３８-２２- ３３９２

　デマンドタクシー

　デマンドタクシーは、通常のタクシーとは異なり、
予約していただいた方を順番に迎えに行き、低料金で
目的地まで送迎する乗り合いのタクシーです。
　利用するには事前登録と電話予約が必要です。一度
登録すれば簡単に利用できます。

■デマンドタクシー予約センター　☎８５-０３６５

※土日、祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）

　は休み

　

 

※障がいのある方は障害者手帳を提示い 

　ただくと250円（半額）で利用できます。

※未就学児は無料です。

※お得な回数券（100円券11枚つづり１冊

　1,000円）を車内で販売しています。

※１時間に１便

利用の流れ

※申込書は企画政策課に備えてあります。

　

　

②町営バス

　　荒砥・中山線、荒砥・大瀬線の２本が運行され
　ています。
　　朝夕スクールバスとの混乗運行です。

　［運賃］一律 200 円

※目的地へ到着するまでに他の人と乗り

　合いとなる場合もあります。

？
デマンドとは、日本語に言い換えると「需要」

という意味。住民が公共交通を利用したいとき

に、事前に予約することでいつでも利用できる

ことからデマンド交通とされています。

    　  今、公共交通の行
これから

先を考える ― 。
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7/9（土）・10（日）10：00－16：00
滝野交流館／萩野大日堂／十王八卦地区

期間：7/1（金）～ 31（日）11：30 ～ 14：00
料金：各 2,000 円（税込）
※要予約（２名様以上・２日前まで）

パレス松風
☎ 0120-28-1004

あゆ茶屋
☎ 0238-85-5577

白鷹産紅花を使った

特別限定メニュー 紅 ランチ

パレス松風とあゆ茶屋では、白鷹産紅花を使った
「紅ランチ」を期間限定で特別提供いたします。
この機会にぜひご賞味ください。

第
22
回

白
鷹 

紅
花
ま
つ
り

紅花染め着物「紅花先染め振袖」や、いにしえよ
り日本の女性を魅了し続けた本紅を展示します。

「やまがた舞子演舞披露」

▼９日（土）・10 日（日）各日 11:00 ～［滝野交流館］
「高栄会演舞披露」

▼９日（土）12:30 ～［滝野交流館］
「鞍置八幡神社獅子舞」

▼ 10 日（日）13:00 ～［滝野交流館］
ほかにも楽しいイベント盛りだくさん！各会場を
巡って楽しめるスタンプラリーも実施します。

地元滝野のそば打ち名人による手打ちそばをはじ
め、鮎の塩焼きや豆腐田楽、地元の新鮮野菜や銘
菓などお楽しみください。

「手づくり雑貨いち」
手仕事によるものづくりに取り組んでいる方々を
お招きした雑貨いちを開催します。
「にぎやか紅花商店街」
紅花染め体験やフラワーアレンジメント、紅花切
花やつるかご細工など販売します。

い
つ

ところ

楽
し
む

展
示

イ
ベ
ン
ト

食
べ
る



SHIRATAKA  BENIBANAART  EXHIBITION&WORKSHOPS

～万葉からの誘
いざない

～

［オープニングセレモニー］※入場無料

　　

▼１日（金・半夏生）10：00 ～
☆ 9：00 より先着 50 名様に紅花茶プレゼント

あゆーむ「交流回廊」に展示（無料開放）します。作品
が所狭しと色鮮やかにに並ぶ姿は圧巻です。

［ワークショップ］

「紅花染め体験ワークショップ」※要申込
▼ 17 日（日）11：00 ～  

▼ 18 日（月・祝）11：00 ～、13：00 ～
［講師］小松寛幸さん
・ストール  4,000 円／ハンカチ  1,200 円
「 “紅” ワークショップ」※要申込
紅についての話、紅点し・お守り作りをします。

▼ 17 日（日）14：00 ～
［講師］㈱伊勢半本店　本紅事業部さん
・参加料　500 円（税込）
「カラダワークショップ」※無料・要申込

“身体（カラダ）を使った表現”を誰でも簡単に楽しめます。

▼ 22 日（金）16：00 ～ 17：30（受付開始 15：30）

▼  小・中・高校生対象（定員 30 名程度）
［講師］劇団 I'M さん

［紅の里 s
ショップ

hop］

町内の特産品や紅花関連商品を販売します。

▼１日（金）・２日（土）・３日（日）・16 日（土）・  
   17 日（日）・18 日（月・祝）・22 日（金）・23 日（土）
※２日は「第４回山ぎわ市場と音楽会」での出店です。

このほかにも、パネル展示やミニシアターなど見
どころが満載です。各申し込み・問い合わせは白
鷹町観光協会（☎ 86-0086）まで。

［劇団 I'M「花はくれない」白鷹特別公演］

▼ 23 日（土）14：30 開場／ 15：00 開演
■観覧無料（整理券必要／先着順）
※ 6 月 15 日（水）から整理券の受付を開始します。
　希望される方は電話連絡の上、公演前日まで観光
　協会へお越しください。なお、前日までお受け取
　りできない場合は、電話で整理券番号をお伝えし
　ます。当日は整理券番号にて受付してください。

万葉からの誘

7/1（金・半夏生）～23（土）
白鷹町文化交流センター　あゆーむ（入場無料）

い
つ

ところ

開館時間 ▼ 9：00 － 19：00
休 館 日 ▼  7/4（月）・11（月）・19（火）

「やまがた舞子」による踊りの披露や、紅点し体験、紅ラ
ンチ発表会を行います。さらに今年は、紅花染めの美しい
紅（あか）に天蚕の生糸を上品にあしらった振袖「万葉か
らの誘」を初披露します。

「東北芸術工科大学テキスタイルコースによるアート作品展示」



平成 29年度
白鷹町重要事業要望

　白鷹町では、町の将来像「笑顔かがやき心
かよう美しいまち」を実現するためのまちづ
くりを進めています。地方創生を推進し、ま
ちづくりが着実に実現するよう来年度の重要
事業として、次の 15 項目を国や県に対し要
望していきます。

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の

　

支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
町
外
の
入
学
者
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な

る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
総
額
の

　

確
保
充
実
に
つ
い
て

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
地
方
交
付
税
の
確
保
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に

　

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
地
域
住
民
の
交
通

手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
存
続
に
向
け
た
財
政
支
援
等
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　　

デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

　

支
援
の
継
続
拡
充
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
を
確
保

す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ

の
市
町
村
総
合
交
付
金
制
度
の
継

続
拡
充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の

　

継
続
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
等

を
受
け
、
防
災
・
減
災
対
策
を
速

や
か
に
進
め
る
た
め
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
の
継
続
や
対
象

事
業
の
拡
大
、
要
件
緩
和
な
ど
起

債
制
度
の
拡
充
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

設
備
導
入
に
係
る
　
　
　

　

支
援
拡
充
に
つ
い
て

　

貴
重
な
森
林
資
源
を
「
緑
の
循

環
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
多
段
階
（
カ

ス
ケ
ー
ド
）
利
用
を
推
進
す
る
た

め
、
化
石
燃
料
ボ
イ
ラ
か
ら
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
設
備
へ
の
転
換
に
係

る
支
援
拡
充
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　　

少
子
化
・
結
婚
対
策
　
　

　

に
つ
い
て

　

子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
等
の

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子
化
・
結

婚
対
策
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
す
。

　　

医
師
の
確
保
及
び
定
着
化

　

の
推
進
に
つ
い
て

　

へ
き
地
診
療
や
救
急
医
療
な
ど

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
町
立
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
機
関
の
医
師
確
保

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　　

公
共
公
用
建
築
物
整
備
に

　

対
す
る
木
材
利
用
の
促
進

　

に
つ
い
て

　

木
材
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

木
材
を
利
用
し
た
公
共
公
用
建
築

物
等
整
備
に
対
す
る
助
成
等
の
拡

充
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

 　

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

　

道
路
改
築
事
業
（
荒
砥
橋

　

工
区
）
の
推
進
に
つ
い
て

　

橋
脚
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
荒
砥
橋
架
替
に
つ
い
て
早
期

完
成
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲･

　

下
山
地
内
）
道
路
改
築
事

　

業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

長
井
〜
白
鷹
間
の
西
廻
り

　

幹
線
道
路
調
査
の
早
期
着

　

工
に
つ
い
て

　

公
立
置
賜
総
合
病
院
や
高
速
交

通
網
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
幹
線
道
路

の
整
備
に
向
け
た
路
線
調
査
等
に

つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害

　

防
止
事
業
（
急
傾
斜
地
）

　

の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急
傾

斜
地
に
つ
い
て
土
砂
災
害
の
防
止

対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
の

　

推
進
に
つ
い
て

　

火
災
や
積
雪
に
よ
る
倒
壊
の
恐

れ
や
景
観
上
・
防
犯
上
も
地
域
住

民
の
不
安
材
料
で
あ
り
、
増
加
し

続
け
る
空
き
家
の
緊
急
避
難
的
対

処
経
費
等
の
支
援
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
　

学
校
生
活
支
援
員
へ
の
　

　

財
政
支
援
に
つ
い
て

　

各
小
中
学
校
に
「
学
校
生
活
支

援
員
」
を
２
名
ず
つ
配
置
し
、
特

別
な
配
慮
や
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
に
対
し
、
学
習
活
動
の
支
援

を
中
心
に
自
立
活
動
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
不
登
校
、
問
題
行
動
等
の
未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。

  

  

      

      

　これらの町重要事業については、

国や県等の行政機関をはじめ地元選

出議員等に対し内容を説明し、事業

推進への支援をお願いしています。

　５月 25 日には、佐藤町長より青

木彰榮県議（西置賜郡選挙区）に対

して町重要事業要望書を手渡し、事

業内容を説明するとともに、特に県

関連事業の推進について要望を行い

ました。

重要事業要望活動始まる
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全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
と「
災
害
時
支
援
協
定
」を
締
結

　

町
は
５
月
13
日
、
一
般
社
団
法

人
全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会

（
宮
嶋
敏
郎
理
事
）
と
「
災
害
時

に
お
け
る
遺
体
の
収
容
・
搬
送
・

安
置
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
町
内
で
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
協
会
が
町
の
要
請
に

応
じ
、
遺
体
の
収
容
や
安
置
に
必

要
な
機
材
等
の
提
供
、
被
災
者
に

対
す
る
避
難
場
所
や
炊
き
出
し
の

提
供
を
行
う
も
の
。協
定
書
に
は
、

応
援
の
要
請
に
必
要
な
事
項
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

す
こ
や
か
鮎
っ
子
養
育
事
業

対
象
年
齢
を
拡
充

　

子
ど
も
の
出
生
時
に
絵

本
を
贈
る
「
す
こ
や
か

鮎
っ
子
養
育
事
業
」
は
、

今
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を

拡
充
し
、
１
歳
６
カ
月
児

検
診
の
際
に
も
絵
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
同
事
業
は
、
絵
本

を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
つ
く
り
、
子

ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。
子
ど
も
が

絵
本
に
触
れ
る
機
会
を
さ

ら
に
増
や
し
た
い
と
、
こ

教
育
旅
行
で
中
学
生
が
訪
問

白
鷹
町
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

　

今
年
も
、
千
葉
県
八
千
代

市
立
大
和
田
中
学
校
（
５

月
13
～
14
日
）、
同
勝
田
台

中
学
校
（
５
月
30
～
31
日
）、

宮
城
県
仙
台
市
立
東
仙
台
中

学
校
（
５
月
26
～
27
日
）
の

３
校
か
ら
、
全
１
１
５
人
の

生
徒
が
教
育
旅
行
で
白
鷹
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
民
泊
先
で
農
作
業
や
山
菜

取
り
、
郷
土
料
理
作
り
な
ど

を
体
験
。
慣
れ
な
い
作
業
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
地

 

の
度
の
対
象
年
齢
拡
充
に

い
た
り
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
に
は
、
町
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
14

組
の
親
子
が
健
診
に
訪

れ
、
３
冊
の
絵
本
の
中
か

ら
好
み
の
１
冊
を
選
び
ま

し
た
。
絵
本
が
大
好
き
と

い
う
信
夫
慧
君
を
連
れ
て

訪
れ
た
、
お
母
さ
ん
の
幸

子
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
絵

本
を
通
し
て
、
生
き
物
や

乗
り
物
の
名
前
を
覚
え
る

の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
た
だ
い
て
と
て
も
助
か

る
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

域
の
方
に
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
充

実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

１
泊
２
日
と
い
う
短
い
期

間
で
し
た
が
、
白
鷹
町
の
自

然
と
、
地
域
の
方
の
温
か
さ

に
触
れ
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
生
徒
た
ち
。
お
別
れ
式

で
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
と
固
い
握
手
を
交
わ

し
、「
ま
た
白
鷹
に
遊
び
に

来
ま
す
」
と
再
会
を
約
束
し

ま
し
た
。
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保険料の免除・納付猶予の制度があります
　国民保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受
けられなくなったり、万一のときに障害年金や遺族基礎年金を受
けることが出来ない場合があります。保険料を納めるのが困難な
時は、免除等の制度を利用しましょう。申請は、過去 2年（2年
1カ月前）までさかのぼれます。

保険料納付免除制度
若年者納付猶予制度

　第 1 号被保険者で保険料の納付が困難な場合、
前年の所得状況などに応じて保険料が免除または
猶予される制度です。本人、配偶者、世帯主それ
ぞれの前年の所得によって審査されます。

▼  申請時期　
　平成 28 年度分は７月から申請できます。
　（過去の分は、随時申請できます。）

▼  必要なもの　
・失業を理由とするときは、雇用保険被保険者証
   などの写し
・年金手帳（基礎年金番号記載のもの）
・認印（自署のときは不要）

※平成 28 年 7 月から平成 37 年 6 月までの時限
　措置として、若年者納付猶予制度の対象が現行
　の「30 歳未満」から「50 歳未満」へと拡大に
　なりました。

学生納付特例制度

　
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に
加入しなければなりません。所得の少ない学生の
方で国民年金保険料の納付が困難な場合に、保険
料の納付を先送り（猶予）できる制度です。

▼  申請時期　
　20 歳の誕生日前日から申請できます。

▼  必要なもの　
・ 学生証（写し）または、在学証明書（28 年度発行）     
   で在学期間がわかるもの
・年金手帳（基礎年金番号記載のもの）
・認印（自署のときは不要）

【問い合わせ】
町民課戸籍年金係　☎８５- ６１２９
米沢年金事務所　☎０２３８- ２２- ４２２０（自動音声）

国民年金
の

お知らせ

日本年金機構　米沢年金事務所
平成 28年度「移動年金相談日」 　相談は予約制となっております。締切日までに

町民課戸籍年金係にお申し込みください。

▼  相談時間　午前 10 時～昼 12 時
※相談時間は 30 分です。

▼  相談会場　中央公民館 1 階　文化実習室
※都合により館内別室に変更となる場合があり

ますので、ロビーの案内板でご確認ください。

【申し込み・問い合わせ】
町民課戸籍年金係　☎８５- ６１２９

町からのお知らせ
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町からのお知らせ

　

　 　 　

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
町
の
課
長
が
各
地
区
に
お
伺

い
し
、
主
要
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
地
域
の
課
題
や

町
政
全
般
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
開
催

【問い合わせ】
企画政策課情報係
☎８５- ６１２１

▼  期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日

▼  根拠条項　白鷹町情報公開条例第26条・白鷹町個人情
　　　　　　 報保護条例第39条

　白鷹町情報公開条例は、行政の説明責任を明らかにし、
わかりやすい町政の実現を目的としています。
　また、白鷹町個人情報保護条例は、行政が保有する個人
情報の保護及び適正な取り扱いについて定めることにより、
個人の権利・利益を保護することを目的としています。

　 　

  平成27年度
  情報公開条例・個人情報保護条例
  の運用状況を公開します

【問い合わせ】総務課総務係　☎８５-６１２０　白鷹っ子の健やかな成長を願い、子育て
世帯の経済的負担の軽減のため、町内の事
業所で使用できる商品券を交付します。対
象児童の保護者には、６月下旬に申請等の
ご案内をお送りします。
　申請書は健康福祉課へお持ちいただき、
商品券と引き換えになります。

▼  対象　
　平成28年度に小学校へ入学した児童が
　いる保護者

▼  金額　３万円（1,000円券×30枚）

▼  商品券配布　
　６月30日（木）～７月８日（金）
　※７月４日（月）は午後７時まで窓口延長

▼  使用期間　
　７月１日（金）～８月31日（水）

【問い合わせ】　
健康福祉課子育て支援係  ☎８６-０２１２
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  重度心身障がい（児）者医療証  ひとり親家庭等医療証
 子育て支援医療証

しらたか元気っ子事業の医療証

対
象
と
な
る
方

障がいをお持ちの方で、次のいず
れかに該当する方
①身体障がい者手帳１・２級
②精神障がい者保健福祉手帳１級
③療育手帳Ａ
④公的年金各法の障がい年金１級
⑥特別児童扶養手当1級
⑦療育手帳Ｂ、かつ、身体障がい
　者手帳３級
※ 町民税所得割相当額が、23万　
　５千円以上の方は対象外です。
※本人または扶養者に所得税相当
　額が課税されている場合は自己
　負担額（負担割合１割）が発生
　します。

18歳以下の児童を扶養している方
で次のいずれかに該当する方
①配偶者のいない方及びその児童
②配偶者が重度の心身障害により
　長期にわたって労働能力を失っ
　ている方及びその児童
③父母のいない18歳以下の児童
（所得税相当額が課税されている
　者に養育されている場合を除く。）
④「配偶者からの暴力の防止及び
　被害者の保護等に基づく法律
（DV防止法）」に基づく保護命令
　の申し立てを行い、現に配偶者
　に当該命令が発せられた方及び
　その方に扶養されている児童
※次のいずれかに該当する方は対
　象外です。
❶所得税相当額が課税されている方
❷就労されていない方

⑴白鷹町にお住まいの高校３年生
　相当年齢までの方
※就職などにより親の扶養を外れ
　た方は対象外です。
⑵就学のため町外に住所を移した
　方で、保護者の住所が白鷹町に
　ある方

　

申
請
に
必
要
な
も
の

・保険証　・印鑑
・対象となることを確認できる下
　記の手帳など
　

・対象となる方の保険証
・印鑑
※特別な理由により就労できない
　場合はご相談ください。
※他に書類が必要になる場合があ
　ります。（就労証明書等）

・お子さんの保険証
・印鑑
※高校生相当年齢の方や新規該当
　者の方（出生、転入）は申請が
　必要になります。

※前年または前々年の所得額、所得税額のわかるものが必要になる場合もあります。

町からのお知らせ

医療証について
のお知らせ

　 重度心身障がい（児）者医療証（  ）及び
　 ひとり親家庭等医療証（  ）の更新

　現在交付している重度心身障がい（児）者医療証及び
ひとり親家庭等医療証の有効期限は平成28年６月30
日です。引き続き交付を希望される方は更新の手続き
が必要になります。有効期限をご確認のうえ手続きを
してください。

子育て世帯、障がいをお持ちの方々の経済的負担を軽減
するため、医療費の自己負担分を無料にする医療証を交
付しています。

▼  更新の時期

   ６月22日（水）～ 30日（木）
　※なお、新規の申請は随時受け付けています。

【医療証の申請窓口 ・問い合わせ先】
役場１階　２番受付　町民課国保医療係　☎85-6130
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町からのお知らせ

　消費生活センターでは、悪質商
法や契約トラブルなどの未然防止
と消費生活に関する知識の普及を
図るため、出前講座を実施してい
ます。
　消費生活センターの職員や消費
生活サポーターが、地域のコミュ
ニティセンター、学校、企業等に
出向き、最近の相談事例を交えな
がら、手口や対処方法について分
かりやすく説明します。
　講師料や交通費はかかりません。
また、休日や夜間の講座にも対応
していますので、ぜひご活用くだ
さい。

【申し込み・問い合わせ】
置賜消費生活センター 
☎0238-24-0999

□ 

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
付
き
通
話
録
音
機
を

　

 
無
料
で
貸
出
し
ま
す

　

振
り
込
め
詐
欺
や
悪
徳
商
法
に
つ
い

て
、
高
齢
者
の
方
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
詐
欺
被
害
の
防

止
の
た
め
に
通
話
録
音
装
置
の
無
料
貸

出
し
を
行
い
ま
す
。
貸
出
し
期
間
終
了

時
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
被
害
防
止
の

啓
発
に
役
立
て
ま
す
。

▼
貸
出
期
間　

７
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

※
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
特

　

別
な
設
置
工
事
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

が
、
別
途
電
気
代
が
か
か
り
ま
す
。）

▼
対
象　

白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳

以
上
の
方
で
、
機
器
の
使
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

▼
申
込
締
切　

６
月
27
日
（
月
）

※
貸
出
し
可
能
数
は
２
台
で
す
。
応
募

　

多
数
の
場
合
、
事
務
局
に
て
決
定
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】 

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

消費生活出前講座

　

▼
入
居
資
格　

白
鷹
町
以
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

①
子
を
持
つ
夫
婦
世
帯
で
、
お
子
さ
ん
が 

　

現
在
小
学
校
就
学
前
で
あ
る
こ
と
（
１

　

人
以
上
。）

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準
じ
、

　

世
帯
の
月
額
所
得
の
合
計
が
31
万
３

　

０
０
０
円
を
超
え
な
い
こ
と
。

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

　

と
し
て
い
る
こ
と
。

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と
。

▼
期
限
付
入
所　

１
番
下
の
お
子
さ
ん
が

小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３
月
31
日
ま
で

入
居
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
13
日
（
月
）
〜
６
月

27
日（
月
）午
後
５
時
ま
で（
土
日
を
除
く
）

▼
入
居
者
の
決
定　

７
月
中
旬
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
）

▼
入
居
可
能
日　

８
月
中
旬

▼
申
込
方
法　

平
成
26
年
分
、
平
成
27
年

分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
住
民
票
謄
本
、

入
居
予
定
者
全
員
の
最
新
の
所
得
課
税
証

明
書
、
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書
を
準
備

の
う
え
、
建
設
水
道
課
管
理
係
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理
係

☎
85

－

６
１
４
０

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝

７
３
４
１
番
地

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
白
鷹
町
外

在
住
の
方
）

▼
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ(

寝
室
２

部
屋
＋
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ

キ
ッ
チ
ン
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

○
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯　

　
　
　
　
　
　

３
５
，
０
０
０
円

○
３
子
以
上
を
扶
養
す
る
世
帯　

　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分
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募集職種 募集人員 受　験　資　格

■受験申込受付期間

　６月 13 日（月）～６月 24 日（金）

　（ただし、土・日曜日、祝日を除く。）
※受付時間は、午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※郵送の場合は６月 24 日（金）必着
※期間後の受付はいたしません。
■提出書類（提出書類の返却はいたしません。）
⑴事務局職員採用試験申込書（指定様式）
※蚕桑地区コミュニティセンターにあります。
⑵添付するもの
①写真（３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm
　×ヨコ３cm、無帽、上半身、正面）
②資格、免許の証明書の写し（申込書に資格、免許
　について記入した場合）
■採用試験

 ▽期日　平成 28 年 7 月 3 日（日）予定

 ▽会場　蚕桑地区コミュニティセンター

 ▽内容　面接試験
※詳細は、後日申込者に直接通知します。
■合格者の発表
　平成 28 年 7 月 4 日（月）　
　※合否にかかわらず全受験者に通知します。
■雇用期間
　平成28年7月15日（金）～平成29年3月31日（金）

■勤務条件等
⑴勤務場所　蚕桑地区コミュニティセンター
⑵業務内容
・地区経営主体が行う各種事業
・地区コミュニティセンター及び設備の維持管理
・事務局長の補佐
⑶給与　月額 160,000 円
⑷勤務日及び勤務時間

 ▽勤務日　基本月曜日から金曜日

 ▽勤務時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
⑸休日及び休暇
　休日は、原則として、土・日曜日及び国民の 
　祝日に関する法律に規定する休日、並びに 12
　月 29 日から翌年 1 月 3 日までの年末年始。
※ただし、事業等により休日に勤務が必要な場

合は勤務日を振替とする。
※詳細はお問い合わせください。

　【申込先・問い合わせ】
　蚕桑地区コミュニティセンター
　〒９９２- ０７７２ 
　白鷹町大字横田尻３６１０番地 1　
　☎８５- ２１５３

　

蚕桑地区コミュニティセンターの事務局員を募集します
（蚕桑地区桜の里づくり推進委員会 事務局職員募集）

❶
雇
用
職
種
及
び
人
員
等

▼
職
種
及
び
人
員　

プ
ー
ル
監
視
業
務
（
若
干
名
）

▼
勤
務
地　

町
民
プ
ー
ル
（
白
鷹
中
敷
地
内
）

▼
雇
用
予
定
期
間　

７
月
16
日（
土
）〜
８
月
18
日（
木
）

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
勤
務
内
容　

利
用
者
の
安
全
管
理
、
水
質
管
理
の

　

た
め
の
機
械
操
作
及
び
施
設
の
衛
生
管
理
な
ど

▼
賃
金　

５
８
０
０
円
／
日

❷
応
募
資
格

　

満
18
歳
以
上
の
大
学
生
及
び
社
会
人
で
健
康
な
方

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

❸
選
考
方
法

　

履
歴
書
審
査
、
面
接
実
施
後
決
定
し
、
直
接
本
人

　

に
通
知
し
ま
す
。

❹
申
込
方
法　

　

履
歴
書（
市
販
様
式
ま
た
は
教
育
委
員
会
備
付
様

　

式
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
生
涯

　

ス
ポ
ー
ツ
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。               

❺
受
付
期
間　

　

７
月
１
日（
金
）
ま
で　

❻
そ
の
他

　

開
放
期
間
中
で
毎
日
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

　

て
も
、
監
視
員
を
し
た
い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

町
民
プ
ー
ル
の

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

町からのお知らせ
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募集の
お知らせ

山形県若者定着奨学金返還支援事業
「助成対象者」を募集します

 ● 募集人数：４名

　書類審査により認定し、文書で通知します。な
お、募集人数を上回る応募があった場合、書類審
査等により選考します。
※募集人数を上回る応募があった場合には、助成
　対象者に認定されない場合があります。

 ● 応募について

　下記の必要書類を、募集期間内に白鷹町役場産
業振興課商工振興係へ持参、または郵送により提
出してください。

▽  必要書類　　
❶白鷹町若者定着奨学金返還支援事業助成候補者
　認定申請書
❷成績証明書（在学中の大学等の成績証明書）
❸平成27年の家計支持者（父母、父母がいない
　場合は代わって家計を支えている人）の所得に
　関する証明書の写し
❹奨学金貸与証明書又は奨学生証の写し
※書類は、それぞれ２部（原本及びその写し）

提出してください。

▽  募集期間　
　６月15日（水）～７月29日（金）
　※郵送の場合は必着

【問い合わせ】
産業振興課商工振興係　☎８５- ６１３６〔直通〕

山形県若者定着奨学金返還支援事業

日
本
学
生

支
援
機
構

支
　
援

就業
（１年目）

就業
（２年目）

就業
（３年目）

就業 就業

奨学金
返　還

奨学金
返　還

奨学金
返　還

奨学金
返　還

奨学金
返　還

奨学金
返　還

大 

学 

等 

卒 

業

事業のしくみ

 ● 募集対象者【次の各号に全て該当するかた】

❶白鷹町内に居住し県内の高等学校、特別支援学
　校高等部、専修学校高等課程を卒業したかた
❷県内外の大学、大学院修士課程、高等専門学校
（第４学年以上）、県内の短期大学又は専修学校
　専門課程（以下「大学等」という。）に在学す
　るかた
❸日本学生支援機構の第一種奨学金（無利子）の
　貸付を受けているかた
❹大学等を卒業後６か月以内に山形県内に居住か
　つ就業し、その後３年間継続する見込みのかた
❺次の対象産業分野への就業を希望するかた。た
　だし、公務員は対象外です。
　⑴商工分野　⑵農林水産分野　⑶建設分野　
　⑷医療・福祉分野（医師、看護師、介護福祉士、
　　保育士を除く）

 ● 助成金額

　助成候補者の認定を受けた年度の翌年度以降に
奨学金の貸与を受けた月数に２万６千円を乗じた
額を上限に支援します。
 

　　　   26,000円×48カ月＝1,248,000円
　　　   を上限に支援します。

※白鷹町以外に移住した場合は、助成金額が1/2
　に減額となります。

町からのお知らせ
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平成28年度フラワーロードパークボランティア
地域のきれいをみんなの力で
　５月 21 日の早朝、国道 287 号線広野・畔藤地
内においてフラワーロードパークボランティアが行
われました。
　ボランティア登録団体による一斉作業となった今
回は、地域の企業や団体、町職員などが参加。草刈
りや花の植栽、側溝のゴミ上げ作業を約１時間行い
ました。生い茂っていた雑草はなくなり、花壇には
色とりどりの花が植えられてきれいになった沿道。
地域の皆さんによるこのような活動で、白鷹町の美
しさは保たれています。このボランティア作業は、
今後も担当の箇所ごとに随時行われます。

このやさしさをいつまでも
第25回おかえりなさいコンサート
　第 25 回おかえりなさいコンサートは５月 15 日、
鮎貝地区コミュニティセンターで開催されました。
　今年も白鷹陽光学園やこぶし一座をはじめ、特別
ゲストの「いちよ・きよ・やぎりんバンド」を含む
８組が歌や演奏、寸劇を披露。また、第 25 回目の
開催を記念した抽選会も行われました。この日、初
めてコンサートを見に来たという方からは「感激し
た。福祉に関わるこのような交流の場は大事だと思
うので、これからもぜひ続けてほしい」という声が
ありました。

　5 月 24 日、みどりの少年団結団式が東根小学校
学校林の宝山で行われました。
　今年度は、東根小学校の４年生 15 人が新たに入
団。トレードマークである緑の帽子とネッカチーフ
を６年生から結んでもらいました。結団式後には、
森林インストラクターと県職員の方を講師に自然体
験活動が行われ、５年生の新野真経くんは「いろい
ろなことが勉強できた。これからは、新しく仲間に
加わった４年生と一緒に、たくさん緑のことを学ん
でいきたい」と感想を述べました。
　みどりの少年団は今後、自然に親しむことを目的
としたさまざまな活動を、一年を通して行います。

自然に親しみ、緑の大切さを学ぶ
みどりの少年団結団式
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５月13日は「高い山の日」
白鷹山夏山開き

　５月 13 日、今年も白鷹山の山頂で白鷹山夏山開
き（白鷹山虚空蔵尊祭礼）が行われ、白鷹町や山辺
町、南陽市などから多くの登山者が集まりました。
　夏山開き宣言では、横澤副町長が「山の名を背負っ
ている町内出身の力士、白鷹山（はくようざん）の
応援もよろしくお願いしたい」とあいさつ。その後
に行われた「しらたか山ヤングサミット」では、鷹
山小学校との統合後、初めての参加となる荒砥小学
校の５年生約 40 人が、作谷沢小学校（山辺町）と
萩小学校（南陽市）の児童たちと名刺交換などで交
流しました。荒砥小学校の打田蓮さんは「この場所
で初めて会ったみんなと、これからも仲良くしてい
きたい」と話し、この日の出会いを喜びました。

　鮎貝小学校の田植え体験が５月18日、サンファー
ムしらたか前の田んぼで行われました。
　これは、町土地改良区が主催する「田んぼの学校」
の事業の１つで、この日は５年生 25 人が参加。田
んぼの生き物に触れ合いながら、泥だらけになって
田植えを楽しんだ児童たちは「難しかったけど楽し
くできた」「家でおじいちゃんの田植えを手伝いた
いと思った」とそれぞれに感想を述べました。
　田植えの後には、サンファームしらたかのお米で
作ったおにぎりと、地元の食材で作った山菜汁が用
意され、児童たちは地域の恵みに感謝しながらおい
しく味わいました。

食と命と感謝の気持ちを学ぶ
田んぼの学校で田植え体験

　よつばこども園の園庭の上空を雄大に泳ぐこい
のぼり。４月 13 日、「こいのぼりのように大きく、
たくましく育ってほしい」と、荒砥在住の大滝いせ
さんから５匹のこいのぼりが寄付されました。園児
たちは自分の体より何倍も大きいこいのぼりを協力
して運び、空高く上がった姿を見て歓声をあげてい
ました。

大きく、たくましく育ってほしい
よつばこども園に５匹のこいのぼり
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●事業の目的
　豊かな国際感覚を養うとともに、明確な自己表
　現力を培い、国際性豊かな人材を育成する。
●場所
　オーストラリア（ケアンズ）

●内容
　現地にて、世界遺産に触れる体験やホームステ
　イ、学校交流訪問などを行います。また、事前
　・事後研修会、体験報告会を実施します。
●期間
　11月７日（月）～ 12日（土）※５泊６日
●対象
　町立白鷹中学校に在籍する中学３年生　８名
　県立荒砥高等学校に在籍する高校生　４名
※引率として、町職員男女１名ずつ、添乗員１

名を予定しています。

　

●費用
　直接研修費は白鷹人育成基金を活用し実施しま
　すが、国内での食事代やパスポート発行などに
　ついては、参加者負担となります。

 ▽公費負担：直接研修費（航空券代金、宿泊費、
　　　　　　 現地交通費、現地食事代、通訳費
　　　　　　 用、研修費用、添乗員同行費用等）

 ▽参加者負担：直接研修費以外（パスポート発行
　　　　　　　代、ビザ取得代、国内での食事　
　　　　　　　代、旅行保険代等）

　現力を培い、国際性豊かな人材を育成する。

ケアンズ）

　現地にて、世界遺産に触れる体験やホームステ

ケアンズ）

　現地にて、世界遺産に触れる体験やホームステ

平成 28年度
白鷹町青少年国際交流事業

　

白
は く

鷹
よ う

山
ざ ん

情報
昇
進
を
賭か

け
て
挑
ん
だ
勝
負

　し
か
し
十
両
へ
の
壁
は
厚
く

　　　　　　　代、旅行保険代等）　　　　　　　代、旅行保険代等）

事業の様
子（平成

27 年度
）

世界を見たとき、 きみは変わる。
きみが変われば、 白鷹が変わる。
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結
果
発
表
親
子
で
見
て
る
掲
示
板　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

縁
結
び
出
雲
の
神
も
嫁
来
た
る　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

つ
な
ぎ
め
を
し
っ
か
り
結
ぶ
命
綱　
　
　
　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

結
び
目
が
心
の
乱
れ
か
揃
わ
な
い　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

親
子
結
ぶ
人
生
い
ろ
は
坂
命
の
絆　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
金
で
結
ぶ
老
後
の
絆
で
す　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

熊
本
に
結
ば
れ
始
め
た
友
情
の
輪　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

向
こ
う
岸
美
女
が
ほ
ほ
笑
む
花
筏　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

お
相
手
に
華
を
持
た
せ
て
結
果
良
し　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

結
ぶ
縁
笑
顔
だ
け
で
は
通
れ
ぬ
道　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

二
人
し
て
堅
く
結
ん
だ
赤
い
糸　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

結
ば
れ
た
二
人
の
幸
せ
永
遠（
と
こ
し
え
）に　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

我
が
友
よ
出
合
い
が
し
ら
に
結
ば
れ
た　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

心
結
び
長
く
続
け
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

幸
せ
も
あ
し
た
へ
結
ぶ
風
が
吹
く　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

国
と
国
結
ば
れ
平
和
が
永
久
に　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

春
の
山
二
人
で
食
べ
た
塩
む
す
び　
　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

色
褪
せ
た
糸
の
結
び
目
の
光
増
し　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

お
さ
げ
髪
結
ん
で
リ
ボ
ン
幼
な
子
よ　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

結
ば
れ
て
夫
婦
の
絆
永
久
に
け
れ　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

ド
ロ
ー
ン
で
も
結
と
笑
顔
は
運
べ
る
の
？　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

う
た
う
た
い
の
こ
り
の
人
生
結
び
た
い　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

今
日
も
又
あ
の
手
こ
の
手
で
結
果
待
ち　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

結
ば
れ
ず
古
里
淋
し
子
等
も
無
く　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

紅
糸（
あ
か
い
と
）に
結
ば
れ
し
人
ま
ち
わ
び
て　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

契
り
愛
誓
い
結
び
の
生
く
歳
を　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

診
療
の
待
ち
合
い
結
ぶ
笑
い
声　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

桜
梅
咲
き
枝
に
結
び
し
百
千
鳥　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敬
子

結
び
目
を
解
い
て
自
立
の
海
へ
出
る　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

ベ
テ
ラ
ン
の
刑
事
が
結
ぶ
奌
と
線　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

艶
や
か
に
心
を
結
ぶ
花
吹
雪　
　
　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

結
婚
式
歌
に
踊
り
に
盛
り
上
る　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

結
婚
は
は
る
か
昔
の
思
い
出
に　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

男
結
び
結
び
目
に
あ
る
男
意
志　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

ス
ポ
ー
ツ
界
プ
ロ
セ
ス
よ
り
も
結
果
が
全
て　

十　

王　

守
谷　

勝
助

結
婚
身
米
寿
の
爺
に
婆
笑
顔　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

結
ん
だ
糸
色
は
褪
せ
た
が
八
十
路
行
く　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 結 ―　　 

次回「細」六月二十五日まで。　「太」七月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

本
校
で
は
、
明
確
な
職
業
選
択
と

進
路
希
望
の
確
実
な
実
現
に
向
け
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
「
親

子
進
路
学
習
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
年
次
で
は
、
総
合
学
科
の
教
育

課
程
の
特
色
や
系
列
の
特
徴
に
つ
い

て
、
教
務
主
任
を
講
師
に
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
進
路
希
望
実
現
を
見
据
え

た
系
列
や
科
目
選
択
に
つ
い
て
親
子

で
学
習
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
を

踏
ま
え
進
路
希
望
調
査
を
実
施
し
、

校
新
卒
者
の
就
職
事
情
を
踏
ま
え
た
生

徒
各
人
の
進
路
希
望
の
決
定
の
仕
方
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
２
年
次
で
は

進
路
希
望
の
明
確
化
と
と
も
に
、
９
月

に
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
将
来
の
職
業
選
択
に
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
、
職
業
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
な
い
進
路
選
択
と
職
業
観
の
育
成
が

で
き
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

３
年
次
で
は
、
年
次
主
任
が
講
師
と

な
り
今
後
の
進
路
指
導
計
画
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
マ
ッ
プ
を
示
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
進
路
に
関
す
る
手
続
き
の
大

ま
か
な
流
れ
や
、
こ
れ
ま
で
の
適
性
検

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
職
業
選
択
の
あ

り
方
、
三
者
面
談
に
お
け
る
面
談
内
容
、

進
路
希
望
に
応
じ
た
外
部
模
試
の
取
組

み
な
ど
、
失
敗
し
な
い
「
進
路
選
び
と

は
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
学
習
を
深
め

ま
し
た
。
就
職
希
望
者
・
進
学
希
望
者

そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
細
か
い
注
意
事
項

な
ど
を
伝
え
、
今
後
の
就
職
・
進
学
試

験
に
添
え
な
る
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

荒高掲示板 

親子進路学習会を開催
― ＰＴＡ総会時の取組 ―

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

生
徒
に
対
す
る
選
択
科

目
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
年
次
で
は
、
ラ
イ

セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
よ

り
講
師
を
招
き
、
進
路

講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
進
路
決
定
ま
で

の
流
れ
や
専
門
学
校
に

対
す
る
基
礎
知
識
、
高

　

本
校
で
は
、
計
画

的
か
つ
生
徒
・
保
護

者
・
学
校
が
共
同
で

進
路
に
つ
い
て
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
自

己
実
現
に
向
け
て
今

後
も
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　町では、年齢を重ねても、住み慣れた地域で安心して生活するため
の生活支援や、健康寿命の延伸のための介護予防の取り組みについて、
今年度から白鷹町生活支援体制整備協議体委員会を立ち上げ話し合い
を行っています。
　白鷹町生活支援体制整備協議体委員会の委員とともに活動し、高齢
者の方や地域の方、生活

よろしく

お願いし
ます！

生活支援コーディネーターを紹介します。

支援サービスの担い手となる団体等の連絡、調整を行
う生活支援コーディネーターを今年度、健康福祉課地
域包括支援センターに配置しました。
　生活支援コーディネーターと共に、地域での高齢者
の安全・安心した生活のため、支え合いを含めた地域
づくりを進めてまいります。
　生活支援コーディネーターが高齢者の方や地域の方
などにお伺いし、お話をお聞きする機会があると思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

 

　

白
鷹
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

４
月
よ
り
、
白
鷹
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
茅
野
唯
で
す
。
出
身
は
大

分
県
で
、
高
校
は
島
根
、
大
学
は
沖

縄
、
昨
年
は
長
野
の
山
小
屋
で
半
年

間
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け

は
、
昨
年
山
小
屋
で
出
会
っ
た
、
同

じ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
遠
藤
真
弓

さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
し
た
。
高
校
の

頃
か
ら
、
自
分
で
食
べ
る
も
の
は
自

分
で
作
り
た
い
と
い
う
想
い
が
あ

り
、
野
菜
作
り
や
お
米
作
り
を
勉
強

し
た
い
と
思
い
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
は
現
在
、

鷹
山
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
萩

野
地
区
で
の
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

や
、
滝
野
地
区
で
の
「
ニ
コ
ニ
コ
サ

ロ
ン
」、
鷹
山
コ
ミ
セ
ン
で
の
「
わ

い
わ
い
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
」
な
ど
で

す
。
今
後
は
、
畑
の
休
耕
地
を
使
っ

て
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
方
同
士
の

交
流
の
場
、
自
分
で
は
な
か
な
か
買

い
物
に
行
け
な
い
方
へ
の
お
手
伝
い

も
何
か
で
き
な
い
か
…
、
と
構
想
中

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
私
の
勝
手
な

妄
想
で
す
が
、
地
域
の
方
に
好
き
な

場
所
や
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
を
聞
き
、
雑

誌
に
し
て
地
域
の
方
に
お
配
り
で
き

た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
人
見
知
り
の
激
し
い
恥
ず
か

し
が
り
屋
さ
ん
の
性
格
で
す
。
自
然

が
好
き
で
、
素
手
で
土
に
触
れ
た

り
、
裸
足
で
地
面
を
歩
く
の
が
好
き

で
す
。
白
鷹
町
で
の
暮
ら
し
は
、
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
の
大
変
さ
や
難
し

さ
、
毎
日
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
充
実
し
て
い
ま
す
。
白
鷹
町

で
少
し
で
も
多
く
の
方
と
出
会
っ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「よろしくお願いします。
　　　　　地域おこし協力隊の茅

かやの

野唯
ゆい

です！」

第４回
地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊とは…
　町が意欲ある都市住民を
受け入れ委嘱し、地域行事
の応援、住民の生活支援と
いった「地域協力活動」に
従事してもらいながら、地
域活性化を目指すものです。
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費町長の主な動静 ５月 ５月
月　日 行　　事　　名
5月 2日 荒砥高校介護職員初任者研修開講式

5月 3日
鞍置八幡神社春季例大祭

大里神社例大祭

5月 4日 皇大神社例大祭

5月 6日 白鷹町校長 ・ 教頭歓送迎会

5月 8日 江戸千家山形不白会春の茶会

5月 9日
置賜総合開発協議会総会

置賜地方町村会総会

5月 10日

白鷹町こぶし会赤十字奉仕団総会

白鷹町更生保護女性会総会

町統計調査員協議会総会

置賜広域行政事務組合理事会

5月 11日 全国水源林造林協議会連合会通常総会 （東京都）

5月 12日 山形県道路整備促進協議会通常総会

5月 13日

平成 28 年度山形県水源林造林協議会役員会

「災害時における遺体の収容 ・ 搬送 ・ 安置
等の協力に関する協定」 締結式

置賜広域行政事務組合全員協議会

5月 15日 おかえりなさいコンサート

5月 16日 定例課長会

5月 17日 山形県町村会第 2 回総会

5月 18日 置賜地方町村会町長研修　～ 20 日 （大阪他）

月　日 行　　事　　名
5月 21日 フラワーロードパークボランティア作業

5月 22日
山形県奥羽 ・ 羽越新幹線整備実現同盟設
立総会

5月 23日

総務厚生常任委員協議会

産建文教常任委員協議会

山形県防災 ・ 危機管理トップセミナー

5月 24日
全国治水砂防協会通常総会 （東京都）

全国森林環境税創設促進連盟定期総会 （東京都）

5月 25日

デュアル ・ モード ・ ビークル推進協議会総会

西置賜郡区選出県議重要事業要望

白鷹町国際交流協会設立総会

白鷹町観光協会総会

5月 26日

日赤白鷹町分区運営協議会

白鷹町明るい健康都市づくり推進会議

置賜総合開発協議会重要事業総合支庁長要望

東部工業団地会総会

5月 27日
西置賜行政組合臨時会

白鷹町職員退職者の会総会

5月 29日 栗子ハイウェイ 50 周年記念行事

5月 31日

第 1 回最上川上流大規模氾濫時の減災対策
協議会

長井地区防犯協会連合会総会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
5月 2日 香典 5,000　 元教育長ご親族弔慰金

5月 6日
御祝 3,000　

江戸千家山形不白会春
の茶会

御祝 3,160　 交通安全祈願祭

5月 9日 香典 10,000　 元職員弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
5月 13日 贈答品 6,720　 重要事業要望

5月 20日 御祝 5,000　 東部工業団地会総会

5月 26日 贈答品 18,400　 特産品ＰＲ

計 51,280　
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○ 

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21

vol.37The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21

　豊かな人生をおくるためには、健康寿命（日常生活に制限のない期間）を延ばすことが大切です。今回は、置

賜保健所が行い、町内の方々にもご協力いただいた「一人暮らし健康長寿者の食と生活習慣に関する回想調査」

の結果から、「素敵に年を重ねる高齢期の健康づくり」のポイントをお知らせいたします。　　　　　　　　　
　　　　　 

　

　

■ 一人暮らしの健康な高齢者の「健康の秘訣」とは？

　　

　　

　　

　　

　　

　　

■ 素敵に年を重ねるための生活のポイント！
　　

　　

　　

　　

・若い頃から体格が普通で健康状態が良い

・日頃から仕事を含めてよく体を動かす

・食事は３食規則正しくバランス良く

・野菜や大豆、いも、魚をよく食べる

・睡眠時間は８時間から９時間未満

・たばこやお酒を飲み過ぎない

・地域活動や趣味の会に参加

・60 歳代まで仕事に従事

［  健康な高齢者に多い生活習慣  ］

１

２

３

４

５
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町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　
　
　
　
　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
４
６

詐欺に注意！
お金がらみの電話があったら…

○ 

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

広 

告

山形県鉄道防犯連絡協議会連合会

鉄道から事件・事故をなくしましょう

こんなことは やめよう
感
電（
二
万
ボ
ル
ト
）に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

ふ
み
き
り
の
ボ
タ
ン
を
、

イ
タ
ズ
ラ
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
ろ
に
石
や
物
を
、

お
い
て
あ
そ
ぶ
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

お
り
て
い
る
遮
断
機
は
、

く
ぐ
り
ま
せ
ん
。

し
ゃ
だ
ん

き

か
ん
で
ん

ま
ん

ち
ゅ
う
い

い
し

も
の

　

会
員
の
皆
様
が
、
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合

に
、
見
舞
金
を
支
給
し
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
方　

白
鷹
町
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
（
就

学
の
た
め
県
外
及
び
県
内
他
市

町
村
に
住
所
を
有
す
る
学
生
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。）

▼
共
済
会
費　

一
人
４
０
０
円

／
年
（
中
途
加
入
も
同
額
）

▼
平
成
28
年
度
の
共
済
期
間

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
６
月
30
日
ま
で

▼
平
成
28
年
度
の
申
込
期
間

　

平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
30

日
ま
で
（
７
月
以
降
も
随
時
受

付
い
た
し
ま
す
が
、
共
済
開
始

日
は
受
付
日
以
降
か
ら
と
な
り

ま
す
。）

▼
申
込
受
付
場
所　

役
場
町
民

課
く
ら
し
環
境
係
「
１
階
３
番

受
付
」（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
。
た
だ
し
、
月
曜
日
は
午

後
６
時
30
分
ま
で
）

※
７
月
以
降
の
場
合
も
町
民
課

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

申
込
書
は
配
布
し

ま
せ
ん
の
で
（
前
年
度
加
入
者

の
み
配
布
）
加
入
希
望
の
方
は

直
接
、
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

※
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
で
は
扱
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
形
県
市
町

村
交
通
災
害
共
済
組
合　

白
鷹

支
部
事
務
局
（
町
民
課
く
ら
し

環
境
係
）

線路等における鉄道事故防止！

詐欺撃退の「あいうえお」

あ  わてない

い  ちど電話を切る

う  たがってみる

え  んりょせず相談する

お  金を送らない !

        
手渡さない !

        
振り込まない !

不安を感じたら迷わず相談くだ
さい。

☎♯ 9110（警察総合相談窓口）

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか
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「
夏
フ
ェ
ス
タ
」

　　

町
内
外
の
音
楽
好
き
が
集
ま
り
、

昨
年
に
続
き
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
24
日
（
日
）

　

昼
12
時
開
場
／
午
後
１
時
開
演

▼
ど
こ
で　

白
鷹
ス
キ
ー
場　

野
外

ス
テ
ー
ジ

▼
料
金
（
前
売
り
）

・
一
般　
　

２
０
０
０
円

・
中
高
生　

１
０
０
０
円

・
小
学
生　

５
０
０
円

▼
前
売
券
販
売　

ス
タ
ジ
オ
か
わ
い

▼
出
演
者　

采
祭
（
さ
い
さ
い
）、

金
子
敏
郎
（
オ
カ
リ
ナ
）、
Ｍ
ｉ
ｎ

ａ
ｊ
ｉ
ｎ
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
、
ウ
ィ
ン

グ
、
ふ
れ
ん
ず
、
Ｇ
Ｋ
‐
ｗ
ａ
ｌ
ｋ

※
雨
天
時
の
雨
具
や
シ
ー
ト
は
各
自

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

佐
藤

☎
０
８
０

－

５
５
５
４

－

４
７
２
９

　

朝
日
連
峰
夏
山
開
き

▼
い
つ　

６
月
19
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山
朝
日

嶽
神
社
前

▼
持
ち
物　

昼
食
、
飲
料
水
、
雨
具

な
ど

▼
交
通　

当
日
午
前
６
時
に
役
場
前

か
ら
白
滝
登
山
口
ま
で
の
バ
ス
が
出

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
登
山
で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
バ
ス
の
乗
車
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

６
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

☎
85

－

６
１
２
６

　

第
53
回（
に
じ
ま
す
）釣
り
大
会

▼
い
つ　

６
月
19
日
（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
〜
受
付

　

午
前
７
時
ス
タ
ー
ト

　

〜
午
前
11
時
審
査
、
表
彰

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

しらたかプレミアム商品券発売！

　白鷹町商工会では、第 10 弾となる町内で使える期間限
定のプレミアム商品券を発売します。
　今回は一世帯 10 セットまでお買い求めいただけます。
皆さん、ぜひご利用ください。
【問い合わせ】白鷹町商工会　☎８５- ００５５

　白鷹町商工会では、第 10 弾となる町内で使える期間限

【利用期間】６月 19日（日）～８月 31日（水）

▼  セット数　3,000 セット

▼  購入数　一世帯あたり 10 セットまで
　（１セットごとにお求めいただけます。）

▼  販売日　６月 19 日（日）～
　※売り切れ次第終了。

▼  販売場所　産業センター、白鷹町文化交
　流センター　あゆーむ

▼  対象商店など　
　商品券でのお買物は、ポスターの貼って
あるお店でどうぞ。詳しくは 14 日（火）
の朝刊折込チラシをご覧ください。
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※
雨
天
決
行

▼
ど
こ
で　

上
野
台
公
園
池

※
釣
り
場
は
抽
選
で
割
当
て
時
間
を

決
め
て
交
代
し
ま
す
。

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
参
加
費　

・
組
合
員　
　

１
０
０
０
円

・
非
組
合
員　

１
５
０
０
円

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協
同

組
合
白
鷹
支
部　

☎
85

－

０
０
６
７

  

第
５
回「
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
」

　　

６
月
18
日
、
19
日
の
両
日
実
施
す

る
〝
日
本
一
巨
大
な
流
し
さ
く
ら
ん

ぼ
〞
を
は
じ
め
、
お
い
し
い
さ
く
ら

ん
ぼ
の
す
こ
だ
ま
振
る
舞
い
や
、
新

企
画
の
「
仮
装
で
さ
く
ら
ん
ぼ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
最
盛
期
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

▼
い
つ　

・
６
月
18
日
（
土
）
午
前
11
時
〜
午

　

後
４
時
（
一
部
６
時
ま
で
）

・
6
月
19
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午

　

後
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
市
七
日
町
通
り

（
６
月
18
日
）、
山
形
県
郷
土
館

「
文
翔
館
」（
両
日
）、
山
形
市
役
所

前
大
通
り
（
両
日
）

※
両
日
と
も
山
形
県
庁
か
ら
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳

し
く
は
「
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭

り
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://

sakuranbom
atsuri.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

  
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６

我
が
家
の
お
宝
展
出
展
者
大
募
集

　

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６
の

開
催
に
合
わ
せ
、
3
回
目
と
な
る

「
我
が
家
の
お
宝
展
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
期
間　

7
月
30
日
（
土
）
〜
8
月

14
日
（
日
）

▼
会
場　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
主
催　

「
我
が
家
の
お
宝
展
」
実

行
委
員
会

　

皆
さ
ん
の
家
に
眠
っ
て
い
る
お
宝

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
眠
っ
て
い
る
お

宝
を
一
堂
に
集
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、
白
鷹
町
の

文
化
・
歴
史
・
伝
統
の
再
発
見
、
再

確
認
の
き
っ
か
け
に
な
る
展
覧
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

「
我
が
家
の
お
宝
」
で
あ
れ
ば
真
贋

は
問
い
ま
せ
ん
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
出
展
条
件

①
出
展
者
は
白
鷹
町
民
に
限
り
ま
す
。

②
出
展
品
は
原
則
と
し
て
、
出
展
者

　

が
持
ち
込
み
、
持
ち
帰
る
こ
と
と

　

し
ま
す
。
持
ち
運
び
不
可
能
な
大

　

き
さ
、
重
量
物
な
ど
は
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

③
高
額
な
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
宝
石
、
貴
金
属
品
等
）

④
保
険
加
入
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

　

出
展
者
が
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
出
展
料
、
出
展
謝
礼
な
ど
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

▼
出
展
申
込
締
切　

6
月
24
日（
金
）

※
出
展
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
展
示 

で
き
な
い
場
合
や
ご
相
談
が
必
要
な

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

「
我
が
家
の
お
宝
展
」
実
行
委
員
会

（
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

ー
む
内
）
☎
85

－

９
０
７
１

募
　
集

に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に
よ
り
提

出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

「
お
お
た
商
い
（
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）  

  

・
観
光
展
２
０
１
６
」
出
展
事
業

   

者
募
集
に
つ
い
て

　　

白
鷹
町
で
は
、
東
京
・
大
田
区
で

開
催
さ
れ
る
「
お
お
た
商
い
（
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）
･
観
光
展
２
０
１
６
」

へ
の
出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

出
展
内
容
は
、
観
光
紹
介
や
「
食
」

に
関
す
る
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
予

定
し
、
こ
の
展
示
へ
の
出
展
事
業
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
概
要
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.pio-ota.jp/
a-fair/2016

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
15
日
（
土
）・
16
日

（
日
）
10
時
〜
17
時

▼
ど
こ
で　

東
京
都
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
ｏ

▼
主
催　

大
田
区
・（
公
財
）
大
田

区
産
業
振
興
協
会
・
大
田
区
商
店
街

連
合
会
・
東
京
商
工
会
議
所
大
田
支

部
・（
一
社
）
大
田
観
光
協
会
・（
一

社
）
大
田
工
業
連
合
会

▼
出
展
内
容　

観
光
紹
介
、
ふ
る
さ

と
の
味
覚
試
食
販
売
な
ど

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
柏
原
住
宅
》

◇
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田
１

２
６
１

－

４
３

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

◇
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋
６

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

◇
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
９
０
０
円
〜
３
万
７
１
０
０
円

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

◇
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

◇
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

◇
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
６
０
０
円
〜
３
万
６
５
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

７
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

６
月
13
日
（
月
）
〜

６
月
27
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

平
成
26
年
分
、
平
成

27
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
最

新
の
入
居
者
全
員
の
所
得
の
わ
か
る

も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個
人
番
号

が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
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お
し
ら
せ

「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る

  

さ
と
運
動
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

７
月
３
日
（
日
）、
今
年
も
河
川

愛
護
活
動
が
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
各
地
区
で
計
画
さ
れ
る
活
動
へ

の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
区
長
・
町

内
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

　

映
画
「
母
と
暮
ら
せ
ば
」

　

白
鷹
町
上
映
会

▼
い
つ　

６
月
26
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）

▼
上
映
時
間　

午
前
10
時
〜
、
午
後

２
時
〜
、
午
後
６
時
〜（
３
回
上
映
）

▼
入
場
料　

（
前
売
券
）
一
般　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

８
０
０
円

（
当
日
券
）
一
般　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

８
０
０
円

▼
前
売
券
取
扱
所　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
白
鷹
、
ヤ
マ
シ
チ
、
各
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

▼
主
催　

シ
ラ
タ
カ
活
動
写
真
倶
楽
部

■
問
い
合
わ
せ　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

白
鷹　

☎
86

－

０
０
０
１　

広 

告

▼
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観
光

交
流
係　

☎
85

－

６
１
２
６

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

▼
対
象
者　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を

所
持
し
危
険
物
業
務
に
従
事
す
る
方

▼
講
習
種
別
及
び
講
習
日
時

①
給
取　

９
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
一
般　

９
月
９
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
昼
12
時

▼
講
習
会
場　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）

※
そ
の
他
の
実
施
日
等
は
、
山
形
県

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
ま
た
は
最

寄
り
の
消
防
署
に
問
合
わ
せ
て
い
た

だ
く
か
、
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
書
提
出
期
間　

６
月
27
日

（
月
）
〜
７
月
21
日
（
木
）

※
先
着
順

▼
申
請
書
提
出
場
所　

山
形
県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３

－

６
３
２

－
５
７
４
４

※
講
習
会
案
内
及
び
申
込
書
は
、
消

防
本
部
、
消
防
署
、
各
分
署
に
備
え

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課
☎
88

－

１
７
９
７

　

 

平
成
28
年
度
　

国
家
公
務
員

　

 「
税
務
職
員
採
用
試
験
」（
高
校

　

 

卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

▼
受
験
資
格

①
高
卒
見
込
の
者
及
び
高
卒
後
３
年

　

を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
付
期
間　

６
月
20
日
（
月
）
〜

６
月
29
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
と
し
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合
は
、

受
験
申
込
受
付
期
間
前
に
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
研
修
係　

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１　

（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

　

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る

　

農
用
地
等
の
借
受
希
望
者
の

　

募
集
を
開
始
し
ま
す

▼
応
募
方
法　

農
用
地
等
の
借
受
希

望
者
の
募
集
・
受
付
は
市
町
村
担
当

窓
口
で
行
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
白

鷹
町
産
業
振
興
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
公
益
財
団
法

人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
yam

agata-nogyo-sc.or.jp

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）
ま
で

▼
募
集
区
域　

や
ま
が
た
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く

は
役
場
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

借
受
け
を
希
望
す
る
区
域
が
２
つ

以
上
あ
る
場
合
は
、
募
集
区
域
ご
と

に
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
借
受
希
望
区
域
が
他
市
町

村
の
場
合
は
、
当
該
市
町
村
へ
申
込

み
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他
留
意
点

①
す
で
に
募
集
に
応
募
し
て
お
り
公

　

表
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
込
み
内

　

容
が
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
め

　

て
応
募
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
応
募
い
た
だ
い
た
場
合
、
一
部
内

　

容
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公

　

表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

　

ご
承
諾
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課　

☎
85

－

６
１
０
７

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
６
９
７
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観
世
流
英
会
　

夏
越
謡
会

　

五
周
年
記
念
会
の
ご
案
内

　

鮎
貝
八
幡
宮
で
は
、
１
年
の
折
り

返
し
と
な
る
６
月
（
水
無
月
）
末
に
、

生
命
力
と
厄
よ
け
を
祈
っ
て
「
茅
の

輪
（
ち
の
わ
）」
を
く
ぐ
り
、
罪
や

け
が
れ
を
清
め
、
残
り
半
年
の
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
夏
越
の
祓
（
は
ら

え
）
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
５
周
年
の
企
画
と
し
て

他
団
体
に
も
協
賛
い
た
だ
き
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
す
。

　

日
常
と
一
味
ち
が
う
古
典
芸
能
の

ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
26
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー（
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
）

※
芸
文
協
会
報
11
号
で
の
お
知
ら
せ

か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容

①
連
吟　

水
無
月
祓

②
仕
舞　

羽
衣

③
祝
謡　

鶴
亀
（
白
鷹
金
剛
会
）

広 

告

④
狂
言　

伊
呂
波
（
伝
国
の
社
・
こ

　

ど
も
狂
言
ク
ラ
ブ
）　　
　

⑤
素
謡　

高
砂

■
問
い
合
わ
せ 

観
世
流
英
会  

菅
間

☎
85

－

２
８
８
５

　

映
画
「
戦
場
ぬ
止
み
（
い
く
さ
　

　

ば
ぬ
と
ぅ
ど
ぅ
み
）」
上
映
会

▼
い
つ　

６
月
19
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ▼
上
映
時
間　

午
前
10
時
〜
、
午
後

２
時
〜
（
２
回
上
映
）

▼
入
場
料

・
一
般
・
大
学
生　

１
０
０
０
円　

　

（
当
日
券
は
１
２
０
０
円
）

・
中
・
高
校
生　

５
０
０
円

・
小
学
生
以
下　

無
料

▼
主
催　

「
太
陽
の
子
」
の
会

■
問
い
合
わ
せ　

「
太
陽
の
子
」
の

会　

梅
津　

☎
88

－

３
５
８
１

い は
っ は

は
い い い

っ ん い は
け い

農業生産者
大募集！

どりいむ農園
☎85-2922 （大滝、 大沼）

広 

告

《
婚
活
応
援
室
》

　
　○

６
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

６
月
15
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
８
時

○
７
月
の
開
催
日

　

７
月
20
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２
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米
沢
養
護
学
校
中
学
部

　

わ
い
わ
い
バ
ザ
ー

▼
い
つ　

 
7
月
７
日
（
木
）・
８
日

（
金
）

▼
場
所
と
時
間

・
ヤ
マ
ザ
ワ
堀
川
町
店
…
午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
15
分

・
米
沢
市
役
所
…
午
前
９
時
50
分
〜

　

11
時
30
分

▼
内
容　

中
学
部
生
徒
が
製
作
し
た

紙
製
品
、
ク
ラ
フ
ト
製
品
、
木
工
製

品
、
布
製
品

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
養
護
学
校 

中
学
部　

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

　

 「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

　

 

の
お
知
ら
せ

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
を

抱
え
る
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

こ
こ
ろ
の
専
門
職
で
あ
る
臨
床
心
理

士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
話
を
し
て
気
持
ち
が

楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
５
日
（
火
）

　

午
前
9
時
30
分
〜

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

７
月
１
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

「
か
ら
・
こ
ろ
相
談
会
」の
お
知
ら
せ

「
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
方
々
へ
…
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
」

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
一
人
悩
ん

で
い
る
方
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校

で
悩
ん
で
い
る
方
。
ご
家
族
、
友
人
、

知
人
、
も
ち
ろ
ん
本
人
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
年
齢
も
一
切
問
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
法
人
は
長
年
ひ
き
こ
も
り
、
不

登
校
、
発
達
障
が
い
の
方
が
、
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

▼
い
つ　

７
月
15
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
ま
で

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

▼
内
容　

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
の

方
、
も
し
く
は
ご
家
族
、
関
係
者
の

方
の
相
談
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動

法
人　

か
ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
（
代

表　

伊
藤 

正
俊
／
担
当　

佐
藤　

祐
治
）

☎
０
２
３
８

－

21

－

６
４
３
６　

﹇FAX

﹈０
２
３
８

－

27

－

１
３
０
３

﹇
メ
ー
ル
﹈info@

npo-karakoro.
com

  

﹇w
eb

﹈http://npo-karakoro.
com※

相
談
は
予
約
無
し
で
も
可
能
で
す

が
、
事
前
に
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル

な
ど
を
い
た
だ
け
る
と
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
ま
す
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等
の
相
談
会

▼
い
つ　

６
月
20
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

第
１
、
２
研
修
室

▼
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
基
本
的
に
は
予
約
優
先
で
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
優　

安
達

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

　

う
つ
病
家
族
教
室

▼
日
時
・
内
容
（
全
２
回
コ
ー
ス
）

【
第
１
回
】
６
月
29
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
講
話
「
う
つ
病
の
基
本
を
学
ぼ
う
」

（
講
師
・
文
鐘
玉　

氏
／
社
会
医
療  

法
人
公
徳
会
佐
藤
病
院
精
神
科
医
）  

【
第
２
回
】
７
月
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
講
話
「
家
族
の
対
応
〜
家
族
が
で

　
　
　
　

き
る
こ
と
〜
」

・
交
流
会

（
講
師
・
大
竹
剛　

氏
／
米
沢
市
立

病
院
精
神
科
認
定
看
護
師
う
つ
病
看

護
）　

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所　

２
階
講

堂▼
対
象　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
方

の
ご
家
族

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

６
月
27
日
（
月
）

※
要
予
約
。
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課
精
神

保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

高
齢
者
生
活
支
援
講
習
の
ご
案
内

　

当
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
生
活
支
援
員
と
し
て
、

新
た
な
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
29
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー　

研
修
室

▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

６
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

　

平
成
28
年
度
置
賜
地
区
青
少
年

　

育
成
連
絡
協
議
会
・
置
賜
社
会

　

教
育
振
興
会
・
南
陽
市
青
少
年

　

育
成
市
民
会
議
合
同
研
修
会

　

障
が
い
の
有
無
に
隔
て
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
「
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
」

を
つ
く
る
た
め
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
学
べ
る
研
修
会
で
す
。

▼
い
つ　

７
月
２
日
（
土
）

　

午
後
２
時
20
分
〜

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
文
化
会
館　

小

ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
演
題
「
ひ
と
り
の
ハ
ー
ト
が
世
界

を
変
え
ら
れ
る
」

▼
講
師　

加
藤
健
一　

氏
（
Ｇ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
代
表
）
南
陽
市
在
住

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
教
育
事
務
所 

社
会
教
育
課　

☎
88

－

８
２
４
２
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やねだん
（柳谷集落）

●

鹿児島県

宮崎県

 全住民参加型の地域づくり
　　　～行政に頼らないまちおこし～

　　　　　
  九州南端にある大隅半島の中央部に位置する、鹿児島県鹿屋市串良町

柳谷地区。地元の人たちが  「やねだん」と呼ぶこの集落は、 人口が 300

人足らずにもかかわらず、  年間 5,000 人から 6,000 人もの人達が視察に

訪れるといいます。かつてどの農村にもあった相互扶助の仕組みである

「結 ( ゆい )」を、 今「やねだん」ではどう行っているかを知りたくてとい

うのが理由です。

   地域内のつながりが弱まり若い人が都会に流れ高齢化が進むと、過疎化

に歯止めがかかりません。20 年前の 「やねだん」もそうでした。  今回の

白鷹学講座の講師、豊重哲郎氏は「新たな絆」を根付かせ「やねだん」は

再び活力を取り戻したのです。

【講師】

鹿児島県鹿屋市串良町柳谷 （やねだん） 集落自治会長

総務省地域活性化伝道師　　豊　重　哲　郎　氏

【とよしげてつろう氏　プロフィール】　

昭和３５年　県立串良商業高校を卒業後、 東京都民銀行入社　

昭和４６年　Ｕターンし鰻の養殖を開始

昭和６０年　民間主導型 「串良やったる会」 結成

平成　８年　柳谷自治会長に就任

全住民の参画を得て、地域資源を活用した集落経営を展開し、

自主財源を確保。余剰金を「ボーナス」として全世帯に還元

したほか、「高齢者世帯への緊急警報装置の設置」「空き家を

活用した芸術家受入迎賓館」など、福祉・教育の充実を進め、

「行政に頼らない地域再生」を実践し続けている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回 ・ 白鷹学講座パート 2 のお知らせ

　日時 ： 平成 28 年 8 月 3 日 ( 水 ) 午後 7 時 30 分　会場 ： 白鷹町産業センター （パワーセンター白鷹） ホール

　内容 ： 田勢康弘氏 講演会   「白鷹人へのメッセージ  白鷹中校歌で伝えたかったこと」

【演題】

日時：

24日（金曜日）

平成 28 年度白鷹学講座　パート 1 

主催 : 白鷹学講座企画委員会、 白鷹町、 白鷹町教育委員会、 白鷹町中央公民館、 白鷹町コミュニティセンター連絡協議会 

■整理券取扱い　
白鷹町教育委員会 ・ 白鷹町中央公民館 ・ 白鷹町文化交流センター あゆーむ ・ 各地区コミュニティセンター ・ 白鷹町産業センター

会場：白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）

開演：午後7時

平成28年

月 （開場：午後 6 時30分）

問合せ　白鷹町教育委員会 生涯学習 ・ 文化振興係　℡0238-85-6146

6

やねだん 豊重哲郎氏講演会

入場無料
整理券が必要です
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TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
81
vol.
81

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

７月までの休館日
6/13（月）・20（月）・27（月）
7/4（月）・11（月）・19（火）・25（月）

● 
梅
津
五
郎
芸
術
賞 

第
2
回 

全
国
絵
画
公
募
展

▼
応
募
申
込
締
切   
9
　月
30
　日（
金
）

　
午
後
５
時
ま
で
（
当
日
消
印
有

　
効
）　

▼
応
募
作
品
搬
入
　
11
月
1
日
　

　（
火
）、2
日
（
水
）、3
日
（
木
）　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
審
査
員
　

　
松
田 

茂
さ
ん
（
日
展
会
員
・
東
光

　
会
副
理
事
長
）

　
武
田 

敏
雄
さ
ん
（
日
展
会
員
・
示

　
現
会
山
形
支
部
長
）

　
小
林
俊
介
さ
ん（
山
形
大
学
教
授
・

　
博
士
〈
芸
術
学
〉・
画
家
）

▼
表
彰
と
副
賞

　
梅
津
五
郎
芸
術
賞
最
優
秀
賞

　
◎
一
般
の
部…

賞
状
並
び
に
副

　
賞
20
万
円
（
1
点
）

　
◎
小
・
中
学
生
の
部…

賞
状
並
び

　
に
副
賞
　
図
書
券
5
千
円
相
当

　（
小
・
中
各
1
点
）ほ
か
　

▼
主
　
催
　
梅
津
五
郎
芸
術
賞
公

　
募
展
実
行
委
員
会

▼
共
　
催

　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
後
　
援

　
白
鷹
町
、白
鷹
町
教
育
委
員
会

　
応
募
資
格
は
一
般
（
高
校
生
以

上
）は
国
内
在
住
の
方
、小
中
学
生

は
県
内
在
学
生
で
す
。奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
応
募
要
項
（
あ
ゆ
ー
む
に

て
配
布
・
あ
ゆ
ー
む
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）を
ご
覧
の

上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

真
下
慶
治 

・ 

梅
津
五
郎

▼
い
　
つ
　
6
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
7
月
24
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
3
0
0
円  

　
　
　
　 

　
高
校
生
以
下
　
無
料

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
真
下
清
美
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
は
、
7
月
3
日
（
日
）

午
後
2
時
か
ら
、
あ
ゆ
ー
む
で
。

● 

真
下
慶
治

展

● 

梅
津
五
郎
展

▼
い
　
つ
　
6
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
〜
7
月
26
日
（
火
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で
　
最
上
川
美
術
館
・

　
　
　
　
　
　 

真
下
慶
治
記
念
館

▼
入
館
料
　
　
一
般
3
0
0
円  

　
　
　
　 

小
・
中
学
生 

1
5
0
円

▼
休
館
日
　
水
曜
日
（
水
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
青
木
邦
明
さ
ん
（
鍛
金
作
家
）

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、

6
月
25
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら
、

同
会
場
で
。

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー
・
村
山
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
　
あ
ゆ
ー
む

交 
 

流 
 

絵 
 

画 
 

展
両
展
覧
会 

共
通
チ
ケ
ッ
ト

5
0
0
円

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.48 

 

 

 

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
運
動

経
験
が
な
い
方
で
も
始
め
や
す

く
、
続
け
や
す
い
で
す
。

 

27

 
 

指
導
者

今
野

陽
介

 

11

 
 

指
導
者

秋
葉

裕
子

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

東
陽
ホ
ー
ル

参
加
費

会

員

５
０
０
円

非
会
員

８
０
０
円

体

験

初
回
無
料

 

 
 

 

▼
毎
週
月
曜

▼
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

（
な
で
し
こ
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所

東
陽
グ
ラ
ン
ド

▼
対
象

キ
ッ
ズ
：
未
就
学
児
男
女

な
で
し
こ
：
小
学
生
女
子

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」事務局
白鷹町武道館内  

-   -  
-     

ホームページ  
「ゆめスポしらたか」

で検索。または、

 
 

12

 

10

11

30

 

▼
場
所

白
鷹
町
武
道
館

▼
講
師

吉
田

隆
二

氏

認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
が
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。
誰
で
も
な
る
可

能
性
が
あ
る
認
知
症
、
自
分
の
為

に
も
家
族
の
た
め
に
も
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

申
込
締
切

７
月
８
日
（金
）正
午

 

定
期
的
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
！
「
１
人
で
は
続
け

ら
れ
な
く
て
も
、
み
ん
な
が
い

る
か
ら
続
け
ら
れ
る
！
」
初
心

者
大
歓
迎
♪

▼
い
つ

毎
週
火
曜
午
前
10
時
～

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

大
人
・
シ
ニ
ア

※
６
月
21
日
、

７
月
５
日
は
３
Ｂ

体
操
。
６
月
28

日
は
ス
ト
レ
ッ

チ
。
７
月
12
日

は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に

な
り
ま
す
。
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

  

住 所 父母の名 子の名

鮎　貝 志鎌 智弘 なのは智美

広　野 梅津 隆史 友
ゆう

　絆
り

綾

畔　藤 舩山 智喜 琴
こと

　葉
は

かおり

横田尻 我妻 健太 咲
さく

　良
ら

麻理子

横田尻 渋谷 志郎 華
か

　叶
な

悦代

高　玉 佐藤 弘明 陽
はる

　斗
と

聡美

 住 所　　   　氏　名      年齢

荒砥甲　  成　原　き　ぬ　 90
荒砥甲　  大　類　き　く　 93
横田尻　  鈴　木　き　ぬ 　94
浅　立　  岡　田　き　よ 　94
深　山　  樋　口　つるゑ 　91
畔　藤  　佐　藤　　誠　 　79
鮎　貝　  佐　藤　庸　公 　84
鮎　貝　  渡　辺　キヨヱ 　88
鮎　貝　  鈴　木　佐　助 　93
萩　野　  紺　野　禎　三 　84
横田尻　  佐　藤　ミツヱ 　95
浅　立　  船　山　　豪　　 79
高　岡　  大　滝　正　夫 　81
横田尻　  　　賀　信　一 　88
十　王　  山　口　和　子 　76
十　王　  鈴　木　昭　一 　83
畔　藤　  中　村　すゑの 　91
鮎　貝　  鈴　木　常　子 　82
大　瀬　  五十嶺　七　郎 　86
浅　立　  沼　澤　新　一 　86
高　玉　  橋　本　久　吉 　94

　今春、地方創生を地域連携で推進する母体として沿線２市２町及び
県、山形鉄道㈱などでフラワー長井線沿線「稼ぐ力」創造協議会が発足。
第一弾として、各自治体のブランド発信のため、車両にラッピングが
施されます。そのトップバッターを飾るのが白鷹町。「日本の紅（あか）
をつくる町」をデザインコンセプトとした車両が、紅花 colors の開
会に先立ち、半夏生の７月１日（金）午前９時 30 分より四季の郷駅
においてお披露目されます。列車の完成を祝う、さくらの保育園園児
による出発式には、べにたかちゃんも駆けつけます。皆さん、真っ赤
な車両を見かけた際には、ぜひ手を振って応援してください！

 　

　

　

*Youtube（ユーチューブ）…ウェブサイト上で、 無料（一部有料）で利用できる動画共有サービス

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

♥
♥
♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

本　木　拓　磨　 　高　玉
新　野　亜由美　 　十　王

横　沢　竜　二　 　黒　鴨
髙　橋　絵　華　 　高　玉

佐　藤　　翼　　 　菖　蒲
遠　藤　　華　　 　長井市
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E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん
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